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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成
20
年
の
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
並
び
に
議
会
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
暖
か
い
ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

北
名
古
屋
市
と
し
て
歩
み
始
め
、
は
や
２
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
今
日
、
市
民
の
皆
様
の
お
一
人
お
ひ
と
り
の
お
力
添

い
を
い
た
だ
き
な
が
ら
市
民
の
皆
様
の
融
和
、
市
民
と
議
会
並

び
に
行
政
の
協
働
に
よ
り
、
地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

よ
り
よ
い
北
名
古
屋
市
を
築
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要

な
時
期
で
あ
る
と
、
決
意
を
新
た
に
新
年
を
迎
え
、
将
来
の

北
名
古
屋
市
の
躍
進
を
願
う
と
と
も
に
、
私
ど
も
市
議
会
に

対
す
る
責
務
の
重
大
さ
を
再
認
識
し
、
議
員
一
同
、
皆
様
の
負

託
に
応
え
る
べ
く
、
市
政
各
般
に
わ
た
り
最
大
限
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
は
名
古
屋
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
激
な

都
市
化
と
と
も
に
、
質
の
高
い
生
活
環
境
の
整
備
に
対
す
る
市

民
の
皆
様
か
ら
の
要
求
が
年
々
増
大
し
、
公
共
下
水
、
福
祉
、

医
療
、
教
育
等
生
活
領
域
全
般
に
わ
た
り
、
早
急
に
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
更
な
る
発
展
を
期
す
る
た
め
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め「
北
名
古
屋
市

総
合
計
画
基
本
構
想
」を
昨
年
12
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て

議
決
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
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て
、
本
市
は
名
古
屋
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
激
な

都
市
化
と
と
も
に
、
質
の
高
い
生
活
環
境
の
整
備
に
対
す
る
市

民
の
皆
様
か
ら
の
要
求
が
年
々
増
大
し
、
公
共
下
水
、
福
祉
、

医
療
、
教
育
等
生
活
領
域
全
般
に
わ
た
り
、
早
急
に
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
更
な
る
発
展
を
期
す
る
た
め
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め「
北
名
古
屋
市

総
合
計
画
基
本
構
想
」を
昨
年
12
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て

議
決
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
北
名
古
屋
市
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
定
め
、
市
民
の
皆
様
の
様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
実
現
で
き
る
健
康
・
快
適
・
自
立
の
三
本
の
柱
を
掲
げ
、

誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

北
名
古
屋
市
議
会
で
は
、
更
な
る
議
会
の
活
性
化
を
図

り
、
諸
々
の
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

議
会
の
自
主
性
・
自
立
性
を
鑑
み
ま
す
と
議
会
の
果
た
す
べ

き
役
割
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
方
分
権
の
推
進
に
伴
い
、
執
行
機
関
の
役
割
が
拡
大
し
て
い

る
中
で
、
議
会
の
役
割
、
機
能
の
一
層
の
充
実
・
強
化
が
必

要
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待

に
応
え
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
平
成
20
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
明

る
く
希
望
に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

夢
の
実
行
に
向
か
っ
て

夢
の
実
行
に
向
か
っ
て

夢
の
実
行
に
向
か
っ
て北

名
古
屋
市
議
会
議
長　

黒
川
サ
キ
子
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要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
や
寝
た
き
り
等
の
方
は

確
定
申
告
の
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

　聴覚障害者のご自宅へ、災害時の避難所
開設や避難勧告などの緊急情報をファクス
で送信します。
　ご希望の方は、ぜひご登録ください。
対　象　世帯員全員が聴覚障害者または日
中のほとんどが聴覚障害者だけの世帯
（聴覚障害者とは身体障害者福祉法施行
規則に規定する６級以上の聴覚障害者を
いいます）
内　容　避難所開設、避難準備、避難勧
告等の情報
申込み　任意の用紙に住所、氏名、送信
先（ファクス番号）、「災害情報希望」を記
載し、福祉東グループ〔FAX（２３）２５０
０〕へ送信してください。
　　　　　※登録された場合、登録された
　　　　　旨を FAX 送信します。登録
　　　　　された世帯の情報は、FAX
　　　　　送信以外には利用しません。
　　　　　　問合先　福祉東グループ　
 

緊急情報ＦＡＸサービス

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

　「防災ほっとメール」は、
避難勧告などの災害時の
緊急情報をパソコンや携
帯電話で閲覧できるだけ
でなく、携帯電話のEメ
ールアドレスを登録することで、最新の情報
が自動的に受信できるシステムです。
　通常の携帯電話でのメールは、利用者が殺
到すると通信できない場合があります。防災
ほっとメールは、特別な回線でメールをお届
けしますので安心してご利用いただけます。
　お問い合わせは、防災グループへ。

【登録先】
○北名古屋市「防災ほっとメール」
　

　　「防災ほっとメール」では、次のサービス
が受けられます。
○災害時緊急情報
　気象情報や市の災害対策状況を掲載します。
○災害時緊急メール
　登録者に避難勧告の発令などの緊急情報を
メールでお知らせします。
○避難場所検索
　避難所の開設状況や場所を略図で見ること
ができます。
○救急・休日・夜間医療機関
　ケガや病気などの治療可能な医療機関の連
絡先を見ることができます。
○安否情報
　避難所へ避難している方を確認することが
できます。また、「自分の状況」を登録する
ことで、家族があなたの安否を確認するこ
とができます。

防災ほっとメール

http://www.anshin-bousai.net/̃
kitanagoya/

災害用伝言ダイヤル

伝言の録音方法
　171➡1➡▢▢▢▢（▢▢）▢▢▢▢
伝言の再生方法
　171➡2➡▢▢▢▢（▢▢）▢▢▢▢

　災害用伝言ダイヤルは、被災地内の電話番号を
メールボックスとして、安否等の情報を音声で伝達
するボイスメールです。

※被災地の方は自宅の電話番号、被災地以外の方は被災地の方の電話番号を入れる

利用端末：家庭用電話、公衆電話、携帯電話、 ＰＨＳ
録音時間：１伝言あたり３０秒（１０伝言まで録音可能）
保存期間：４８時間（自動消去）
※利用のための事前登録などは必要ありません。
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障
害
者
控
除
等

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
、

所
得
税
な
ど
の
障
害
者
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
福
祉
西
グ
ル
ー

プ（
西
庁
舎
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象　

平
成
１９
年
１２
月
３１
日
現
在

で
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
満
６５
歳
以
上
の
方（
要
介

護
１
〜
３
は
障
害
者
控
除
、
要
介

護
４
〜
５
は
特
別
障
害
者
控
除
）   

※
昨
年
中
に
死
亡
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
死
亡
時
の
現
況
に
よ
っ
て
判

定
し
ま
す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除

　

お
む
つ
代
に
係
る
費
用
の
医
療
費

控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
お
む
つ
代

の
領
収
書
と
医
師
が
発
行
す
る「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
証
明
書
の
代
わ
り
に
市
が

発
行
す
る「
お
む
つ
代
に
係
る
医
療

費
控
除
証
明
の
た
め
の
確
認
書
」を

確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
か
、
申
告

の
際
に
提
示
す
る
こ
と
で
医
療
費
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

確
認
書
の
発
行
に
は
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
福
祉
西
グ
ル
ー

プ（
西
庁
舎
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象

○
前
年
の
確
定
申
告
で
、
お
む
つ
代

　

に
係
る
医
療
費
控
除
を
受
け
た
方

○
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
主
治
医
意

見
書
で
、「
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る

こ
と
」お
よ
び「
尿
失
禁
の
発
生
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
」が
確
認
で

き
る
方

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
西
グ
ル

ー
プ
へ
。

　
「
い
つ
で
も  

ど
こ
で
も  

い
つ
ま
で

も
」 

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き

る
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

が
３
月
東
地
区
に
誕
生
し
ま
す
。

　

１
月
４
日（
金
）か
ら
新
規
会
員
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
お
友

だ
ち
と 

一 

緒
に
、
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
２
月
ま
で
に
ご
入
会
さ
れ
た

方
は
、
会
費
割
引
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
本
紙
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ（
東
庁

舎
）、
総
合
体
育
館

※
西
地
区
で
は
、
平
成
15
年
ま
で
に

５
つ
の
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
、
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
北
名
古
屋
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局（
ス

ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
内
）へ
。

お
詫
び　

広
報「
北
名
古
屋
」１２

月
号
掲
載
の
年
末
年
始
の
業

務
案
内
で
、
㈱
ア
イ
ホ
ク
の

電
話
番
号
は「
０
５
８
７（
66
）

２
１
１
２
」の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

申　

請　

領
収
書
、
取
扱
説
明
書

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
や
寝
た
き
り
等
の
方
は

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
や
寝
た
き
り
等
の
方
は

確
定
申
告
の
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

確
定
申
告
の
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
や
寝
た
き
り
等
の
方
は

西枇杷島警察署長
　北　村　峰　雄

　新年明けましておめでとう
ございます。平成２０年の
輝かしい新春をお迎えになら
れたことを、心よりお慶び申
し上げます。平素は、犯罪
抑止活動や交通安全運動な
ど警察活動の各般にわたり格
別のご協力を賜り、厚くお礼
を申し上げます。
　昨年の当署管内の窃盗事件を始めとする刑法犯につ
いては、一昨年と比べて大幅に減少いたしました。発
生した犯罪の主な特徴は、車上ねらい、自動車盗、自
転車盗など車両関係犯罪が全体の６割と圧倒的多数
を占めていること、また、地域別では、北名古屋市、
清須市、豊山町、春日町の順で発生していることなど
であります。一方、交通死亡事故は、北名古屋市で４
人、春日町で１人の５人であり、一昨年対比、マイナ
ス２人と減少させることができました(11月末日現在）。
　こうした情勢を踏まえて、犯罪発生の減少傾向を更
に継続させるため、各市町の協力を得て、町内会・老
人会等における防犯教室の開催、自主防犯パトロール
隊の立ち上げや活動の支援、青色回転灯パトロール車
の導入促進を図るなど、挙署一体となって 「安全・安
心なまちづくり」 に取り組みます。また、交通事故防止
対策として、昨年の事故の特徴を踏まえて、飲酒運転
や歩行者妨害などの悪質・危険な違反、シートベルト
着装など基本的なルールを遵守させるための取締りを
強化します。
　本年は、昨年以上に署員一丸となり地域の皆様が
「安全・安心」で過ごせますよう、全力を挙げて治安維
持にあたる所存でありますので、皆様の一層のご支援
とご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

新年のあいさつ

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
で
緊
急
情
報
を
！

確
定
申
告
の
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
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税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が
減

額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
１８
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い

る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年

度
の
住
民
税（
所
得
割
）か
ら
控
除
で

き
ま
す
。

　
　

申
告
が
必
要
で
す
！

　

平
成
２０
年
以
降
に
、
住
民
税
の
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、
毎
年
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
平
成
１９
年
分
の
所
得
税
か
ら

控
除
し
き
れ
な
い
額
が
発
生
し
た
場

合
は
、
平
成
２０
年
１
月
１
日
現
在
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
へ
、
住
民
税
の 

「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申

告
書
」 

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　

３
月
17
日（
月
）ま
で

提
出
方
法

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い
方

　

申
告
書
に
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し

て
、
税
務
東
・
西
グ
ル
ー
プ
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い（
１
月
１
日
現
在

で
本
市
に
お
住
ま
い
の
場
合
）。

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

　

所
得
税
の
確
定
申
告
書
と 

一 

緒
に

税
務
署
ま
た
は
確
定
申
告
会
場（
健

　

康
ド
ー
ム
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
告
書
は
、
税
務
東
・
西
グ
ル
ー

プ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
さ
れ
る
場
合
は
、
２
部（
市
お
よ

び
税
務
署
分
）提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
と
さ
れ
な

い
方
で
、
申
告
書
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
東
グ
ル

ー
プ
へ
。

　

商
工
会
で
は
、
青
色
事
業
所
得
者

を
対
象
に
、
決
算
・
申
告
指
導
を
行

い
ま
す
。
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

師
勝
町
商
工
会

〇
決
算
・
申
告
指
導

と　

き　

２
月
18
日（
月
）、
20
日

（
水
）、
25
日（
月
）午
前
10
時
〜
午

後
４
時

〇
決
算
・
申
告
指
導（
会
計
ソ
フ
ト
利

用
者
対
象
）

と　

き　

２
月
19
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

〇
消
費
税
申
告
指
導

と　

き　
２
月
26
日（
火
）、
28
日（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

師
勝
町
商
工
会
館

申
込
み　

開
催
日
の
１
か
月
前
か
ら

師
勝
町
商
工
会
☎（
22
）５
４
１
１
へ
。

西
春
町
商
工
会

〇
決
算
・
申
告
指
導

と　

き　

２
月
26
日（
火
）、
27
日

（
水
）、
28
日（
木
）、
29
日（
金
）午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

西
春
町
商
工
会
館

申
込
み　

西
春
町
商
工
会
☎（
25
）０

０
０
１

Ｑ住民税の住宅ローン控除額の金額はどう決まるの？
Ａ「住宅ローン控除可能額」と「税源移譲前の税率を用いて
算出した所得税額」のいずれか少ない金額から、「所得
税の住宅ローン控除額」を差し引いた金額となります。

Ｑどういう場合に住民税の住宅ローン控除の対象となるの？
Ａ給与所得者の方は、平成１９年分の給与所得の源泉徴
収票の摘要欄に「住宅借入金等特別控除可能額」が記
載され、この金額が源泉徴収票の「住宅借入金等特別
控除の額」より大きい場合に対象となります。

Ｑ平成１９年以降に入居した場合はどうなるの？
Ａ住民税の住宅ローン控除の適用はありません。別途、
所得税の住宅ローン控除制度により、「従来の方式」と
「控除率を引き下げて控除期間を延長する方式（１０年
から１５年に延長）」の選択制をとる特例が創設されてい
ます。

○モデルケース：夫婦＋子供２人、給与収入７００万円　
　　　　　　 （住宅ローン控除可能額２７万円）の場合

   税     額
２6３,000円
1９６,000円
４５９,000円

税源移譲前
 所  得  税
 住  民  税
  合     計

住宅ローン控除額
２6３,000円
　　　　0円
２6３,000円

 負   担   額
　　　　 0円
1９６,000円
1９６,000円

   税     額
16５,500円
２９３,5０0円
４５９,000円

税源移譲後
 所  得  税
 住  民  税
  合     計

住宅ローン控除額
16５,５00円
　　　　0円
16５,５00円

 負   担   額
　　　　0円
２９３,５00円
２９３,５00円

   税     額
165,500円
293,500円
459,000円

税源移譲後
 所  得  税
 住  民  税
  合     計

住宅ローン控除額
16５,50０円
  ９７,５00円
263,000円

 負   担   額
　　　　0円
1９６,000円
1９６,000円

　住宅ローン控除Ｑ＆Ａ

控除額が減少し、負担が増加する。

◆申告をしなかった場合

◆申告をした場合

住宅ローン控除額が減少しないよう、住民税（所得割）から
控除します。

下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！

申
告
相
談
会
場
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変
わ
り
ま
す

汚
水
ま
す
の
フ
タ
が

　
　
　

破
損
し
た
ら

青
色
事
業
所
得
者
の
決
算
・
申
告
指
導
を
行
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ま
す
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か
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控
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控
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控
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引
き
き
れ
な
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っ
た
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は
申
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が
必
要
で
す
！

平
成
20
年
度
採
用
の
市
職
員（
保
育
士
）を
追
加
募
集
し
ま
す
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保
育
士
に
欠
員
が
出
た
た
め
、
保

育
士
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を
行
い

ま
す
。

募
集
人
数　

３
人
程
度

受
験
資
格　

昭
和
52
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、
保
育
士
資
格
の
あ

る
方
ま
た
は
本
年
３
月
ま
で
に
保

育
士
資
格
を
取
得
見
込
み
の
方

試
験
内
容

○
第
１
次　

教
養
試
験
、
専
門
試
験
、

適
性
検
査

○
第
２
次　

１
次
面
接
、
作
文
試
験
等

○
第
３
次　

２
次
面
接

試
験
日

○
第
１
次　

２
月
２
日（
土
）午
前
９

時
〜

○
第
２
次　

２
月
中
旬
予
定

○
第
３
次　

２
月
下
旬
予
定

試
験
会
場　

市
役
所
西
庁
舎　

募
集
期
間　

１
月
４
日（
金
）〜
18
日

（
金
）。
郵
送
の
場
合
は
、
１
月
18

日（
金
）必
着
。

応
募
方
法　

採
用
試
験
申
込
書（
人

事
・
秘
書
グ
ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
人
事
・

秘
書
グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
）へ
。
郵

送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に「
職
員

採
用
」と
朱
書
き
し
、〒
４
８
１
ー

８
５
３
１
北
名
古
屋
市
役
所
人
事
・

秘
書
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送（
書
留
）し
て

く
だ
さ
い
。

※

申
込
書
は
、
東
庁
舎
総
合
受
付
で
も

配
布
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
・
秘
書

グ
ル
ー
プ
へ
。

　

こ
れ
ま
で
所
得
税
・
住
民
税
の
申

告
相
談
を
、
市
役
所
東
庁
舎
と
西
庁

舎
の
２
つ
の
会
場
で
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
か
ら「
健
康
ド
ー
ム
」の
み

の
実
施
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
、
広
報「
北

名
古
屋
」２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
東
グ
ル

ー
プ
へ
。

　

公
共
下
水
道
整
備
工
事
と
同
時
に
、

市
が
一
部
地
区
で
設
置
し
た
公
共
汚

水
ま
す
の
フ
タ
が
破
損
し
た
場
合
は
、

下
水
道
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
早
急
に
お
取
り
替
え
し
ま
す
。

　

な
お
、
破
損
し
た
ま
ま
放
置
す
る

と
、
雨
水
な
ど
の
浸
入
の
原
因
と
な

り
適
正
な
維
持
管
理
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
グ
ル

ー
プ
へ
。

㈲藤井設備 （鹿田）
㈲佐藤設備 （六ツ師）
㈱河村管工事 （鍜治ケ一色）
桜井工業㈱ （岩倉市）
魚住水道㈲ （弥勒寺）
船橋設備㈱西春支店 （石橋）
㈱大正設備 （西之保）
大野設備㈱ （鹿田）
㈱トヨトミ工事 （鹿田）
㈱エイアンドエム （久地野） 
㈲大永設備 （西之保）
㈲犬飼設備工業 （一宮市）
名西給水㈱西春支店 （野崎）
丸一水道㈱ （宇福寺）
三幸工業㈲ （鹿田）
㈲熊澤工業 （井瀬木）
㈱丹羽工務店 （岩倉市）
岩越設備工業㈱ （熊之庄）
綿内設備 （中之郷）

☎ (21）0853
☎ （22）5726
☎ （25）3211
☎ 0587（37）2205
☎ （21）2050
☎ （24）5656
☎ （22）0853
☎ （21）0170
☎ （23）7331
☎ （26）2361
☎ （22）8219
☎ 0586（77）5023
☎ （23）8702
☎ （21）0819
☎ （24）0680
☎ （22）1733
☎ 0587（66）0550
☎ （21）3741
☎ （24）1691

緑川管工 （能田）
㈱柴田組 （名古屋市西区）
大森設備 （名古屋市中村区）
㈱大野水道店 （井瀬木）
㈲雄貴設備 （名古屋市守山区）
正栄設備㈱ （片場）
利水設備工業所 （豊山町）
㈲エガワ設備 （豊山町）
㈱エスケーシー一宮営業所 （一宮市）
山一建設㈱北名古屋支店 （石橋）
熊﨑設備 （犬山市）
㈱ヤママ住設 （小牧市）
㈱エクセル工業 （九之坪）
輪栄工業㈱北名古屋支社（熊之庄）
㈱山新設備（津島市）
㈱湯浅水道工業所（宇福寺）
福永工業㈱ （小牧市）
㈱長谷川組 （鍜治ケ一色） 
㈲村瀬商店 （熊之庄）

☎ （22）8704
☎ 052（501）1436
☎ 052（471）8764
☎ （21）3665
☎ 052（768）1876
☎ （22）6439
☎ （28）1393
☎ （28）5755
☎ 0586（75）5661
☎ （25）3396
☎ （67）5571
☎ （77）6985
☎ （25）3775
☎（23）0300
☎ 0567(31)0427
☎（21）0845
☎（79）2601
☎（25）4750
☎（21）1241

指定工事店名（所在地） 指定工事店名（所在地）電話番号 電話番号

　本年春から公共下水道が供用開始される加島新田、九之坪の一部、沖村の一部、鹿田の一
部、二子の一部、久地野の一部の方は、家庭や事業所などから排出される汚水を下水道へ流
すため、排水管や汚水ますなどの排水設備の設置が必要です。
　排水設備工事は供用開始日（平成20年 3月31日予定）から施工できるようになりますが、
施工業者は市の指定を受けた下記の指定工事店に限られます。
　各ご家庭で見積書を依頼したうえで業者を選定し、工事を依頼してください。
　お問い合わせは、下水道グループへ。

下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！下水道への排水設備工事は、市の指定工事店で！
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追
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(平成１９年11月３０日現在）
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　シルバー人材センターが、交通事故防止を願い、交通安
全マップを交通安全協会に贈呈しました。これは、高齢者の
目線から市内の交通事故が起こりそうな危険箇所を記した
マップで、会員が３か月かけて作成したものです。“交差点
注意”“必ず一時停止”など地図上に注意書きをして、高齢
者にもわかりやすくなっているこのマップ。事前に危険箇所
を確認し、意識することで事故を防ぐことにつながります。
　マップは市役所に掲示し、交通安全の啓発に活用してい
きます。

危険な箇所を事前にチェック！

市民音楽祭
文化勤労会館

花もちづくり
宇福寺児童館

金婚祝賀式
総合体育館

30
11

4
12

21
11

『命を大切にする心を育む教育推進事業』実践活動
徳重保育園

9
12

24
11
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V I V A！き た な ご や

チーム一丸で得た喜び！
　愛・地球博記念公園で開催された『第２回愛知県市町村対抗
駅伝競走大会』。昨年も県内63市町村で、９区間（28.6ｋｍ）
を競い合いました。本市代表の１８人の選手は、９月から地道
に練習を続け、みごと28位でゴール。中でも、第５区で走っ
た斉藤敏幸くん（師勝北小６年）は、区間７位の力走でチーム
に貢献しました。大会終了後「僕の走りは、チームのみんなか
ら元気をもらった結果です。初めての駅伝、楽しかったです」と
話す斎藤くん。選手全員の笑顔が、チーム一丸となって戦った
充実感を物語っていました。

防犯教室
西春高等学校

生活発表会
弥勒寺保育園

19
11

3
12

防犯年末特別警戒合同パトロール出発式
市役所西庁舎

12
1

おいもパーティ
熊之庄児童館

24
11

1
12



  
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
も
、
我
が
子

の
し
つ
け
の
悩
み
同
様
、
愛
犬
の
し
つ

け
に
つ
い
て
の
質
問
を
熱
心
に
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
可
愛
が
る
だ
け
で
な
く
、

幼
い
う
ち
か
ら 

『
叱
る
時
は
叱
る
、
で

き
た
ら
そ
の
度
に
き
ち
ん
と
褒
め
て
ご

褒
美
を
与
え
る
よ
う
に
す
る
』 

こ
と

を
、
愛
情
を
も
っ
て
根
気
よ
く
続
け
る

こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

や
は
り
、
我
が
子
同
様
、
愛
犬
も
自

慢
し
た
い
し
褒
め
ら
れ
た
い
で
す
も
ん

ね
！

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
前
に
一
番
大
切
な

こ
と
。
飼
い
主
が
、
予
防
接
種
や
散

歩
時
の
フ
ン
の
始
末
な
ど
の
モ
ラ
ル
を

守
る
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
！

　

市
が
主
催
す
る
犬
の
し
つ
け
教
室

「
わ
ん
わ
ん
セ
ミ
ナ
ー
」 

が
中
部
警
察

犬
訓
練
所（
長
久
手
町
）で
行
わ
れ
、

私
も
犬
た
ち
の
訓
練
の
様
子
を
間
近

で
見
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
訓
練
士

に
よ
る
犬
の
障
害
物
競
走
は
、
迫
力

が
あ
っ
て
格
好
よ
か
っ
た
で
す
よ
！

　

こ
の
訓
練
所
で
は
、
一
般
の
家
庭
で

飼
わ
れ
て
い
る
犬
が
、
通
い
で
基
本

の
し
つ
け
訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。 

「
散
歩
時
は
飼
い
主
の
左
側
を
歩
か
せ

る
」 「
飼
い
主
が
一
歩
踏
み
出
し
た
ら
、

犬
が
動
き
出
す
」 

な
ど
の
訓
練
で
す
。

最
近
で
は
、
飼
い
主
か
ら 

「
咬
み
癖
、

吠
え
癖
が
な
か
な
か
治
ら
な
い
」と
い

う
相
談
が
多
く
、
そ
の
他
に
も
飼
い

方
に
関
す
る
相
談
も
随
時
受
け
付
け

　

リ
ー
ン
、
リ
ン
リ
ー
ン
。
心
が
洗
わ

れ
る
よ
う
な
澄
ん
だ
音
色
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
・
・
・
。

　

毎
月
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
五

条
の
里
」の
お
誕
生
日
会
で
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
の
演
奏
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
演
奏
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
の
会「
ベ
ル
ジ
ェ
ン

ヌ
」の
皆
さ
ん
。

　

ベ
ル
ジ
ェ
ン
ヌ
は
、
鍜
治
ケ
一
色
児

童
館
の
母
の
会「
み
こ
ネ
ッ
ト
」の
サ
ー

ク
ル
活
動
と
し
て
発
足
し
、
今
年
で

４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
メ
ン
バ
ー

は
、
ピ
ア
ノ
演
奏
を
含
め
た
１０
名
で
、

児
童
館
や
五
条
の
里
を
中
心
に
徐
々

に
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。

 

「
対
象
が
子
ど
も
だ
っ
た
り
、
年
配
の

方
だ
っ
た
り
・
・
・
。
演
奏
す
る
場
に

応
じ
て
選
曲
や
音
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
み
ん
な
で
考
え
ま
す
。」と
代
表
の

山
本
ち
ひ
ろ
さ
ん（
米
野
）。
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
練
習
か
ら
本
番
ま
で
子

ど
も
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
こ
と
。

　

素
敵
な
音
色
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
、

子
ど
も
の
情
操
を
兼
ね
、
ま
さ
に
一
石

二
鳥
。
時
に
は
子
ど
も
た
ち
も
歌
で

参
加
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

出
演
依
頼
も
受
け
る
そ
う
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
鍜
治
ケ
一
色
児

童
館
ま
で
！

水
野
美
保
記
者

足
立
ま
り
子
記
者

特別養護老人ホーム「五条の里」の
お誕生日会にて

伝統芸能の継承者
　　「六ツ師獅子舞保存会」
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熊
之
庄
に
あ
る
東
図
書
館
は
書
籍

19
万
冊
を
保
管
。
大
人
の
読
む
本
・

子
供
の
絵
本
な
ど
、
楽
し
く
閲
覧
で

き
る
。
ま
た
Ｃ
Ｄ
や
新
聞
も
楽
し
め

る
。
昨
年
10
月
の
１
か
月
間
の
実
績

は
、
入
館
者
３
万
３
千
人
、
本
や
Ｃ

Ｄ
な
ど
の
貸
し
出
し
利
用
者
は
約
９

千
人
で
、
３
万
冊
の
本
を
貸
し
出
し

た
。

　

そ
れ
ら
貸
し
出
し
た
本
や
館
内
で

読
ん
だ
本
の
中
に
は
、
時
々
破
損
や

落
書
き
が
み
ら
れ
る
。
毎
月
そ
れ
が

十
数
冊
に
も
な
り
、
年
間
で
は
１
０

０
冊
以
上
が
補
修
や
廃
棄
処
分
、
買

い
替
え
の
対
象
と
な
る
。

　

東
図
書
館
職
員
の
渡
辺
さ
ん
は
悲

し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。「
多
い
の

は
落
書
き
、
こ
れ
は
大
人
も
子
供
も

共
通
し
て
い
る
。
ひ
ど
い
の
は
切
り

取
っ
た
り
破
い
た
り
し
た
本
や
新
聞
。

犬
に
か
じ
ら
れ
た
本
が
返
却
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
」。

　

図
書
館
長
の
西
尾
さ
ん
か
ら
も
次

の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。「
東

図
書
館
の
所
蔵
数
１９
万
冊
の
内
の
１

０
０
冊
の
破
損
で
は
あ
る
が
、
市
民

皆
さ
ん
が
利
用
す
る
市
民
の
財
産
で

す
。
次
に
利
用
す
る
人
の
こ
と
を
考

え
て
大
事
に
扱
っ
て
欲
し
い
」と
・・・
。

　
一 

年
の
最
初
の
月
に
あ
た
り
、
今

年
こ
そ
本
の
破
損
が
無
く
な
る
よ
う

願
う
も
の
で
す
。

𠮷澤康樹くん（師勝小６年）

篠田幸彦記者

輝人輝人輝くあなたを応援します
きらっと

7

　約１５０年前から伝わるという「六ツ師獅子舞」は、黒衣（こくい）の着物
を着て獅子頭をかぶり、幣（へい）や鈴、傘などを巧みに使いながら、お
囃子に合わせて舞う伝統芸能。五穀豊穣を願う奉納舞だそうです。
　𠮷澤くんが保存会に入会したのは平成18年。その年の１月、六ツ師児
童館で開かれた「もちつき大会」で披露された獅子舞を初めて見て、「かっこ
いい！」と思ったとか。今は月２回、六ツ師中公民館で稽古に励んでいます。
　小学5年生の時には牟都志（むつし）神社の秋祭りに初出演しました。「友だ

ちが見に来てくれてうれしかった」と、照れくさそうに話します。神事やお祭りの
ほか、老人ホームなどで舞を披露しお年寄りに喜ばれています。

 　「技が難しいし覚えるのが大変だけど、できたときはすごくうれしい」 とほほ笑みます。両親からの励ま
しもあって「大人になっても続けていきたい」と意欲的。聡明で利発な少年です。保存会からも後継者とし
て期待されています。

四谷美津子記者

伝統芸能の継承者伝統芸能の継承者
　　「六ツ師獅子舞保存会」　　「六ツ師獅子舞保存会」
伝統芸能の継承者
　　「六ツ師獅子舞保存会」

平成20年　1月11
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も
え
の
丘　

青
空
市
場

　

取
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
等
を
販
売
し

ま
す
。
た
だ
し
、
商
品
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

と　

き　

１
月
6
日（
日
）午
前
８
時
30
分

〜
（
毎
月
第
１
日
曜
日
開
催
）

と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
え
の
丘

東
側

問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
定
例
会

　
　
　
　
《
老
人
ク
ラ
ブ
西
地
区
》

と　

き　

１
月
18
日（
金
）午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

内　

容

午
前
の
部

○
講　

演　
「
日
本
人
の
忘
れ
も
の
」

　

講　

師　

柴
田
真
成
氏（
高
田
寺
住
職
）

午
後
の
部

○
演　

芸　

日
本
舞
踊
、
歌
謡
舞
踊

　

演
芸
者　

宗
家
西
川
流
西
川
扇
左
条
社

中
参
加
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

出
席
簿

問
合
せ　

福
祉
西
グ
ル
ー
プ

　

渡
辺
哲
雄
講
演
会

　
　
　
　

〜
描
き
ま
せ
ん
か
、

　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
の
未
来
図
〜

　

昨
年
に
続
き
、
渡
辺
哲
雄
氏
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
地
域
活
動
実
践

者
に
よ
る
体
験
談
を
交
え
た
楽
し
い
講
演

で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
９
日（
土
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

小
ホ
ー
ル

定　

員　

２
５
０
人（
先
着
順
）

内　

容

〇
演　

題　
「
地
域
で
老
い
る
た
め
に
〜

パ
ー
ト
２
〜
」

〇
講　

師　

渡
辺
哲
雄
氏（
日
本
福
祉
大

学
中
央
福
祉
専
門
学
校
専
任
教
員
、「
老

い
の
風
景
」
作
者
）

申
込
み　

１
月
７
日（
月
）
か
ら
在
宅

介
護
・
家
事
援
助
の
会
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・

愛
」
☎（
22
）６
６
０
９
（
受
付 

午
前

10
時
〜
午
後
３
時
）、
フ
ァ
ク
ス（
22
）

６
６
８
９（
24
時
間
対
応
）

※
こ
の
講
演
会
は
、市
の
委
託
事
業
で
す
。

　北
名
古
屋
け
ん
こ
う
プ
ラ
ン
21

　
　
　
　
　

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

明
る
く
、
楽
し
く
、
豊
か
に
生
き
る
人

生
を
誰
も
が
願
っ
て
い
ま
す
。「
生
涯
現

役
」
を
推
進
し
て
い
る
星
旦
二
氏
を
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
31
日（
木
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

総
合
体
育
館　

市
民
ホ
ー
ル

内　

容　

〇
テ
ー
マ
「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」

〇
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

星
旦
二
氏（
首
都

大
学
東
京 

都
市
環
境
学
部
大
学
院
教

授
）

問
合
せ　

東
保
健
セ
ン
タ
ー

と　き　１月20日（日）午後１時～４時
　　　　（開場 午後０時30分）
ところ　総合体育館　市民ホール
内　容　教室発表会（歌、フラダンス、琴）
　　　　映画「武士の一分」鑑賞会
問合せ　大口喜久子　 （22）1983または生
　　　　涯学習グループへ。

新春のつどい

と　き　2月９日（土）午後１時30分～
　　　　（開場 午後１時）
ところ　文化勤労会館　大ホール
内　容　映画「フラガール」鑑賞会
問合せ　犬飼妙子　 （22）2640または生涯
　　　　学習グループへ。

～ 20年の感謝をこめて～

※整理券を１月９日（水）午前９時から生涯学
　習グループ（東庁舎）、文化勤労会館、総合
　体育館でおひとり２枚まで配布します。

※整理券を1月11日（金）午前９時から生涯学
　習グループ（東庁舎）、文化勤労会館、東公民
　館、喫茶「花」（西庁舎分館）でおひとり2枚
　まで配布します。

「武士の一分」
監督：山田洋次　主演：木村拓哉　原作：藤沢周平
最愛の妻が上士の罠に落ちたことから、上士に果
たし合いを申し込む下級武士。復讐に満ちた果た
し合いの結果は・・・。

女性の会女性の会女性の会

「フラガール」
監督：李相日　主演：松雪泰子・豊川悦司
昭和40年、炭鉱閉鎖が迫るまち。そこには北国を
ハワイに変えようというプロジェクトが持ち上が
っていた。常夏の楽園は誕生するのか？目玉とな
るのはフラダンスだが・・・。

東地区

西地区 映画上映会
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東
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
ち
び
っ
こ
映
画
会

と　

き　

　

第
2
・
4
日
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜

◇
子
ど
も
放
送
局

と　

き　

　

第
1
〜
４
土
曜
日
午
前
11
時
〜

◇
サ
ン
デ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

と　

き　

　

第
3
日
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜

◇
紙
芝
居
会

と　

き　

　

第
1
土
曜
日
午
後
2
時
〜

◇
お
話
会

と　

き　

　

第
3
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

東
図
書
館

　

東
図
書
館
の

　
　

貸
出
冊
数
・
期
間
変
更

　　

東
図
書
館
で
は
、
２
月
20
日（
水
）か
ら

29
日（
金
）ま
で
の
休
館（
特
別
整
理
期
間
）

に
伴
い
、
次
の
期
間
で
貸
出
冊
数
と
貸
出

期
間
を
変
更
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
５
日（
火
）
〜
19
日（
火
）

貸
出
冊
数　

１
人
７
冊
ま
で
を
20
冊
ま
で

（
視
聴
覚
資
料
は
７
点
ま
で
）

貸
出
期
間　

２
週
間
ま
で
を
３
週
間
ま
で

　

歴
史
民
俗
資
料
館　

企
画
展

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
世
代
間
交
流

を
促
す
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
「
コ
ド

モ
ノ
コ
ロ
双
六
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ

の
双
六
は
、
高
齢
者
の
回
想
や
思
い
出
を

引
き
出
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
世
代
を

こ
え
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
図
る
こ
と
か

ら
「
回
想
・
交
流
ス
ゴ
ロ
ク
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
様
々
な
テ
ー
マ
の
「
新
・
コ
ド

モ
ノ
コ
ロ
双
六
」で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

西
図
書
館
《
今
月
の
催
し
》

◇
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

と　

き　

　

毎
週
日
曜
日
午
後
２
時
〜

◇
お
は
な
し
会

と　

き　

　

毎
週
土
曜
日
午
前
11
時
〜

◇
子
ど
も
放
送
局

と　

き　

　

第
１
〜
４
土
曜
日
午
前
11
時
〜

問
合
せ　

西
図
書
館

　

北
名
古
屋
吹
奏
楽
団

　
　
　
　
　

第
１
回
定
期
演
奏
会

と　

き　

２
月
３
日（
日
）午
後
２
時
〜（
開

　

場 

午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館　

大
ホ
ー
ル

内　

容

〇
第
１
部　

行
進
曲
「
夢
」、
ア
ル
ヴ
ァ

マ
ー
序
曲
、
行
進
曲
「
威
風
堂
々
」

〇
第
２
部　

指
揮
を
体
験
し
よ
う
！

〇
第
３
部　
「
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
風
林

火
山
」
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
、「
千
の
風

に
な
っ
て
」、「
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・

カ
リ
ビ
ア
ン
」
メ
ド
レ
ー

入
場
料　

大
人
５
０
０
円
、
小
学
生
３
０

　

０
円
、ペ
ア
券
８
０
０
円
。
入
場
券
は
、

　

文
化
勤
労
会
館
、東
公
民
館
、健
康
ド
ー

　

ム
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

福
永
幸
司
☎（
24
）２
５
６
２　

休館日：1月1日（火）～ 4日（金）
・  7日（月）・15日（火）
・21日（月）・28日（月）
・31日（木）

1月
の

　１月26日は、法隆寺金堂壁画が焼
損した日（昭和24年）にあたり、この日
を「文化財防火デー」と定めています。
そして、文化財を火災・震災その他の
災害から守るため、全国的に文化財防
火運動が展開されています。
　本市でも、国指定重要文化財「高田
寺本堂」で文化財防火訓練を行い、貴
重な文化財を後世に残していくことの
大切さを伝えていきます。ぜひ、ご見
学ください。
と　き　１月25日（金）午前９時～
ところ　高田寺（国指定重要文化財）
問合せ　歴史民俗資料館

文化財防火訓練文化財防火訓練文化財防火訓練
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第
５
回 

北
名
古
屋

　

け
ん
こ
う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

北
名
古
屋
け
ん
こ
う
プ
ラ
ン
21
市
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
健
康
づ
く
り
推

進
員
主
催
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

と　

き　

２
月
17
日（
日
）午
前
10
時
〜（
受

　

付 

午
前
９
時
30
分
〜
）

と
こ
ろ　

公
園
め
ぐ
り
散
歩
道（
約
５
㎞
）

集
合
場
所　

西
庁
舎
分
館
南
側
駐
車
場

対　

象　

健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
幼
児
や
小
学
校
低
学
年

児
は
、
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
水
筒（
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
く
だ

さ
い
。）

申
込
み　

２
月
15
日（
金
）ま
で
に
西
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
。

　

小
・
中
学
生

　
　

総
合
体
育
館
無
料
開
放

◇
ア
リ
ー
ナ

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

◇
卓
球
室（
市
民
ホ
ー
ル
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正

午
。
た
だ
し
、
５
日
、
19
日
は
除
く
。

◇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室（
中
学
生
の
み
）

と　

き　

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

※
保
護
者
も
無
料
で
す
。
室
内
用
の
靴
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　

普
通
救
命
講
習

　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
で

は
、「
も
し
も
」
の
と
き
に
役
立
つ
応
急

手
当
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の

取
り
扱
い
等
の
救
命
講
習
会
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
10
日（
日
）午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ 

文
化
勤
労
会
館　

小
ホ
ー
ル

対　

象　

北
名
古
屋
市
、
清
須
市
、
豊
山

　

町
、
春
日
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

定　

員　

30
人
程
度（
先
着
順
）　

申
込
み　

１
月
10
日（
木
）か
ら
西
春
日
井

広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
消
防
課
へ
。

☎（
22
）４
９
５
４
（
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

☎（
22
）２
５
１
１
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
お
よ
び
右
記
以
外
の
時
間
）

※
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
終
了
証
を

交
付
し
ま
す
。

 

総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導

　

総
合
体
育
館 

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
） 

で

は
、
次
の
日
程
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
指
導
お
よ
び
体
力
測
定
を
行
い
ま

す
。

○
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
指
導（
予
約
制
）

と　

き　

１
月
12
日（
土
）・
28
日（
月
）午

前
９
時
〜
午
後
１
時
、
６
日（
日
）午
後

1
時
〜
５
時
、
16
日（
水
）・
25
日（
金
）

午
後
５
時
〜
９
時

○
体
力
測
定（
予
約
制
）

と　

き　

１
月
20
日（
日
）午
前
９
時
〜
午

後
１
時 

（
１
人
に
つ
き
40
分
間
）

※
１
回
に
つ
き
大
人
３
０
０
円
、小
人（
中

学
生
）１
０
０
円
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

総
合
体
育
館

親子ふれあいスキー教室親子ふれあいスキー教室親子ふれあいスキー教室

と　き　２月３日（日）午前７時～
ところ　ヘブンスそのはらスノーワールド（長野県）
集合場所　市役所東庁舎　南側駐車場
対　象　親子（中学生以下は保護者同伴）
定　員　80人（先着順）
参加費　大人（高校生以上）5,000円
　　　　子ども（中学生以下）4,000円
　　　　※ふれあいスポーツクラブ会員は、
　　　　　大人4,000円、子ども3,000円
申込み　1月4日（金）から21日（月）までに参加費
　　　　を添えて、北名古屋ふれあいスポーツクラ
　　　　ブ事務局（スポーツグループ内）へ。

と　き　２月３日（日）午前７時～
ところ　ヘブンスそのはらスノーワールド（長野県）
集合場所　市役所東庁舎　南側駐車場
対　象　親子（中学生以下は保護者同伴）
定　員　80人（先着順）
参加費　大人（高校生以上）5,000円
　　　　子ども（中学生以下）4,000円
　　　　※ふれあいスポーツクラブ会員は、
　　　　　大人4,000円、子ども3,000円
申込み　1月4日（金）から21日（月）までに参加費
　　　　を添えて、北名古屋ふれあいスポーツクラ
　　　　ブ事務局（スポーツグループ内）へ。
※電話での申込みはできません。レンタルスキー・
　ウェア（各3,000円）をご希望の方は、あわせて
　お申込みください。

※電話での申込みはできません。レンタルスキー・
　ウェア（各3,000円）をご希望の方は、あわせて
　お申込みください。
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介
護
教
室

　

寝
た
き
り
の
原
因
は
骨
折
や
脳
卒
中
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
を
動
か
さ
な
い

こ
と
に
よ
る
身
体
の
衰
え
に
つ
い
て
理
解

し
、
そ
の
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

１
月
31
日（
木
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム　

研
修
室

内　

容

〇
講　

演
「
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め

に
〜
廃
用
症
候
群
を
防
ぐ
〜
」

〇
講　

師　

板
部
美
紀
子
氏（
日
本
福
祉

大
学
社
会
福
祉
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
）

定　

員　

40
人（
先
着
順
）

申
込
み　

１
月
４
日（
金
）か
ら
福
祉
東
グ

ル
ー
プ（
東
庁
舎
）ヘ
。

　

回
想
法
ス
ク
ー
ル

　

昔
な
つ
か
し
い
生
活
用
具
な
ど
を
教
材

に
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
、
グ
ル
ー
プ
で
思

い
出
を
語
り
合
い
、
回
想
法
を
楽
し
む
ス

ク
ー
ル
で
す
。

　

回
想
法
は
一
定
期
間
続
け
る
こ
と
で
、

心
や
脳
を
活
性
化
し
、
老
化
や
物
忘
れ
の

予
防
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

と　

き　

２
月
１
日
か
ら
３
月
21
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

30
分（
全
８
回
）

と
こ
ろ　

文
化
勤
労
会
館

対　

象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方

定　

員　

10
人（
先
着
順
）

申
込
み　

１
月
４
日（
金
）か
ら
福
祉
東
グ

ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

市
体
育
指
導
委
員
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
実
技
を
は
じ
め
、
そ
の
他
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
た

だ
く
体
育
指
導
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
ス

ポ
ー
ツ
に
関
心
の
あ
る
方

活
動
内
容

〇
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成

お
よ
び
運
営

〇
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
お
よ
び
組
織
の

育
成

〇
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
行
事
へ
の
協
力

〇
定
例
会
、
研
修
会
へ
の
参
加

選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接

申
込
み　

所
定
の
用
紙（
ス
ポ
ー
ツ
グ

ル
ー
プ
に
あ
り
ま
す
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
２
月
29
日（
金
）ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ（
東
庁
舎
）へ
。

　

臨
時
職
員
募
集

　
　

給
食
調
理
員

職　

種　

給
食
調
理
員

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

お
お
む
ね
45
歳
ま
で
の
健
康

な
方

勤
務
内
容　

調
理
お
よ
び
洗
浄
業
務

勤
務
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時
15
分
。
た
だ
し
、
小
・

中
学
校
お
よ
び
保
育
園
の
給
食
実
施
日

勤
務
場
所　

東
給
食
セ
ン
タ
ー

給　

与　

時
給
８
８
０
円

申
込
み　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
添
え

て
、
東
給
食
セ
ン
タ
ー
☎（
23
）６
４
７

　

１
へ
。

　　

生
ご
み
処
理
機
設
置
補
助

　

ご
み
減
量
を
め
ざ
し
て
、
生
ご
み
を
処

理
す
る
た
め
の「
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
」

等
の
設
置
に
補
助
し
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
の
方

補
助
額

○
電
動
生
ご
み
処
理
機

　

購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１
機

　

当
た
り
２
万
円
を
限
度
と
す
る
。

○
生
ご
み
処
理
容
器

　

購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１
基

　

当
た
り
５
０
０
０
円
を
限
度
と
す
る
。

申
込
み　

領
収
書
、
取
扱
説
明
書（
仕
様

　

書
）、
印
か
ん
、
口
座
番
号（
補
助
金
の

　

振
込
先
）を
お
持
ち
の
う
え
、
環
境
グ

　

ル
ー
プ（
西
庁
舎
）へ
。
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西
春
日
井
福
祉
会

　
　
　
　
　
　

職
員
募
集

　

西
春
日
井
福
祉
会
で
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
の
入
居
者
お
よ
び
利
用
者
の

生
活
を
援
助
す
る
介
護
職
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

職　

種　

正
規
職
員
、
パ
ー
ト
職
員

応
募
資
格　

心
身
と
も
に
健
康
な
方
。
経

験
は
問
い
ま
せ
ん
。

勤
務
先

〇
五
条
の
里（
北
名
古
屋
市
）☎（
21
）５
５

　

１
１

〇
あ
い
せ
の
里（
北
名
古
屋
市
）☎（
22
）４

　

６
１
１

〇
ペ
ガ
サ
ス
春
日（
春
日
町
）☎
０
５
２

（
４
０
８
）５
５
５
０

〇
清
洲
の
里（
清
須
市
）☎
０
５
２
（
４
０

　

１
）７
０
０
７

給　

与　

当
事
業
所
の
規
定
に
よ
り
ま

す
。

申
込
み　

履
歴
書（
市
販
の
も
の
）を
添
え

て
、
各
施
設
ま
た
は
社
会
福
祉
法
人
西

春
日
井
福
祉
会
法
人
事
務
局
☎
０
５
２

（
４
０
８
）０
５
１
５
へ
。

※
勤
務
日
、
勤
務
時
間
等
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

精
神
通
院
医
療
費
の

　
　
　

自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す

　

指
定
の
自
立
支
援
医
療
機
関
に
通
院
し

た
場
合
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
、
公

費（
無
料
）に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精

神
通
院
）を
お
持
ち
の
方
。
た
だ
し
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

所
持
者
を
除
く
。

申
込
み　

健
康
保
険
証
、
自
立
支
援
医
療

受
給
者
証（
精
神
通
院
）を
お
持
ち
の
う

え
、
市
民（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ
へ
。

※
受
給
者
証
は
即
日
交
付
し
ま
す
。

　

道
水
路
に
物
を
置
か
な
い
で
！

　　

道
路
の
側
溝
や
水
路
の
上
に
物
を
置
い

て
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
地
域
の
方
や
通

行
者
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
管
理
上
の
支

障
と
な
り
ま
す
。物
を
置
い
て
い
る
方
は
、

早
急
に
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
健
康

で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ
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児
童
遊
園
・
都
市
公
園
の

　
　
　

利
用
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

公
園
は
幼
児
を
は
じ
め
、
み
ん
な
の
憩

い
の
場
で
す
。
最
近
、
一
部
の
心
無
い
利

用
者
の
行
為
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
、
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
人
に
迷
惑

を
か
け
る
行
為
は
や
め
、
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

禁
止
事
項

①
バ
ッ
ト
を
使
っ
た
ボ
ー
ル
遊
び
、
サ
ッ

カ
ー
お
よ
び
ゴ
ル
フ
練
習
を
す
る
こ
と

②
石
を
投
げ
た
り
、
フ
ェ
ン
ス
に
登
っ
た

り
す
る
こ
と

③
自
転
車
等
を
乗
り
回
す
こ
と

④
ペ
ッ
ト（
犬
・
猫
等
）を
連
れ
て
入
る
こ

と（
補
助
犬
を
除
く
）

⑤
夜
間
に
大
声
で
騒
ぐ
こ
と

⑥
ご
み
を
持
ち
込
む
こ
と

問
合
せ　

施
設
管
理
グ
ル
ー
プ

　

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は

　
　
　
　
　
　

正
し
い
分
別
を

　

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
を
廃
棄
す
る
と
き

は
、
必
ず
ガ
ス
を
使
い
切
り
、
金
属
部
分

を
外
し
て
不
燃
ご
み（
ピ
ン
ク
袋
）で
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ガ
ス
の
残
っ
た
状
態
で
廃

棄
す
る
と
、
収
集
車
の
中
で
発
火
し
て
車

両
火
災
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
大
変

危
険
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
正

し
い
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
グ
ル
ー
プ

　

ご
み
を
出
す
と
き
は

　
　
　
　
　

ル
ー
ル
を
守
っ
て

可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装

　

必
ず
決
め
ら
れ
た
曜
日
と
時
間
に
収

集
コ
ー
ス
上
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
日
に
ご
み
を
出
す
と
周
辺

の
方
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

当
日
の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

資
源
ご
み

　
　

決
め
ら
れ
た
回
収
日
と
時
間
を
厳
守

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
深
夜
と
早
朝
の

持
ち
出
し
は
集
積
所
周
辺
の
方
に
大
変

迷
惑
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
発
生
し
た
ご
み

は
、
必
ず
ご
み
の
分
け
方
や
出
し
方
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

環
境
グ
ル
ー
プ

　心身障害者扶養共済制度を長期にわたって安定的に持続可能
なものにするため、４月１日から下記のとおり改正されます。
　この制度は、心身に障害を持つ方の保護者が一定の掛金を拠
出し、その保護者に万一のことがあった場合、心身に障害を持
つ方に対し終身年金を支給する相互扶助の制度です。
　お問い合わせは、独立行政法人福祉医療機構共済部扶養保険
課　 03（3438）0221へ。

１口あたりの掛金額が変ります

　１口あたりの掛金額は次のとおりです。なお、新規加入
の方が改正前の保険料を適用するには、１月31日（木）ま
でに福祉西グループ（西庁舎）で手続きが必要です。

弔慰金、脱退一時金が変ります

50,000円
125,000円
250,000円
75,000円
125,000円
250,000円

4 月 1 日以降に
新規加入される
方に係る金額

４月１日から

　弔慰金、脱退一時金は次のとおりです。

心身障害者扶養共済制度が改正されます心身障害者扶養共済制度が改正されます

加入期間 改正前

１年以上～５年未満

５年以上～10年未満
20年以上

10年以上～20年未満
20年以上 100,000円

50,000円
30,000円
100,000円
50,000円
20,000円 30,000円

75,000円
150,000円
45,000円
75,000円
150,000円

弔
慰
金

脱
退
一
時
金

３月31日以前
に加入されて
いる方の改正
後の金額

５年以上～20年未満

9,300円
11,400円
14,300円
17,300円
18,800円
20,700円
23,300円

4 月１日以降に
新規加入される
方の掛金額

加入時年齢 改正前

35歳未満
35歳以上～40歳未満
40歳以上～45歳未満
45歳以上～50歳未満
50歳以上～55歳未満
55歳以上～60歳未満
60歳以上～65歳未満

3,500円

13,300円
10,800円
8,900円
7,400円
6,000円
4,500円

5,600円
6,900円
8,700円
10,600円
11,600円
12,800円
14,500円

３月31日以前
に加入されて
いる方の改正
後の掛金額
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住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
　
　
　

         

申
告
説
明
会

　

税
理
士
に
よ
る
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
、
購
入
、
増
改
築
な
ど
を

さ
れ
た
方
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ

ば
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　

き　

２
月
１
日（
金
）・
４
日（
月
）

　

①
午
前
10
時
〜
正
午

　

②
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
開
始
時
間
ま
で
に
必
ず
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎　

大
会
議
室

対　

象　

平
成
19
年
中
に
新
築
等
に
よ
り

入
居
さ
れ
た
方

持
ち
物　

源
泉
徴
収
票（
給
与
所
得
の

方
）、
住
民
票
の
写
し
、
家
屋
等
の
登

記
事
項
証
明
書（
登
記
簿
謄
本
）、
家
屋

等
の
取
得
対
価
を
明
ら
か
に
す
る
書

類
、
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書
、

筆
記
用
具
、
計
算
機

問
合
せ　

名
古
屋
西
税
務
署
☎
０
５
２

（
５
２
１
）８
２
５
１

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
、「
２
」
を

　

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

譲
渡
所
得
の

　
　
　

申
告
事
前
説
明
会

　

土
地
、
建
物
を
売
っ
た
譲
渡
所
得
の
内

訳
書
、
確
定
申
告
書
の
記
載
方
法
な
ど
の

事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
必
要
書
類

を
持
参
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
期
間
中
は
、
サ
ン
ラ

イ
フ
名
古
屋（
名
古
屋
西
税
務
署
北
）が
申

告
相
談
会
場
と
な
り
ま
す
。

と　

き　

２
月
７
日（
木
）午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎　

大
会
議
室

対　

象　

平
成
19
年
中
に
、
土
地
、
建
物

を
譲
渡
し
た
方

問
合
せ　

名
古
屋
西
税
務
署
☎
０
５
２

（
５
２
１
）８
２
５
１

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
、「
２
」
を

　

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
に
は

　
　
　

便
利
な
口
座
振
替
を

　

国
民
健
康
保
険
税
を
は
じ
め
、
各
種
の

税
金
の
納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役

所
ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
の
窓
口
に

備
え
付
け
の
「
北
名
古
屋
市
税
等
口
座
振

替
依
頼
・
自
動
払
込
利
用
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、手
続
き
に
は
通
帳
印
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

収
納
グ
ル
ー
プ

文化勤労会館〈4月分〉
　と　き　2月1日（金）午前8時50分～
　　　　　受付 ： 午前8時35分～
　ところ　文化勤労会館 エントランスホール

   体育 ・ 学校施設〈2月分〉

◇二子テニスコート
　　と　き　1月5日（土）午前8時40分～
　　　　　　受付 ： 午前8時30分～
　　ところ　総合体育館 市民ホール

◇市民グラウンド ・ 中学校グラウンド夜間照明
　　（ 師勝 ・ 訓原 ・ 白木 ・ 天神中学校）

　　 と　き　1月12日（土）午前8時40分～
　　 　　　　受付 ： 午前8時30分～
　　 ところ　総合体育館 大 ・ 小会議室

◇学校施設（体育館 ・ テニスコート）
　　と　き　1月12日（土）午前9時40分～
　　　　　　受付 ： 午前9時３０分～
　　ところ　総合体育館 大 ・ 小会議室

東公民館〈4月分〉
　と　き　2月1日（金）午前9時～
　　　　　受付 ： 午前8時50分～
　ところ　東公民館 視聴覚室

※西春中学校は、全施設耐震工事のため、平成
　20年10月20日まで使用できません。
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広
域
申
告
セ
ン
タ
ー
開
設

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
自
分
で
確
定
申
告

書
等
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
広
域
申
告
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
４
日（
月
）
〜
２
月
８
日

（
金
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

ア
ス
ナ
ル
ホ
ー
ル（
金
山
総
合

駅
北
口　

ア
ス
ナ
ル
金
山
内
）

内　

容　

申
告
書
の
受
付（
仮
収
受
）、
パ
ソ

　

コ
ン
に
よ
る
確
定
申
告
書
の
作
成
指
導

問
合
せ　

名
古
屋
国
税
局
個
人
課
税
課
☎

　

０
５
２（
９
５
１
）３
５
１
１

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

　

nta.go.jp

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

１
月
の
納
税

○
市
県
民
税　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
期

○
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
８
期

　
　
　

納
期
は
、
１
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

保
育
料
の
振
替

　

保
育
料
の
口
座
振
替
が
で
き
る
よ
う
、

預
貯
金
額
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

振
替
日　

１
月
７
日（
月
）

問
合
せ　

児
童
グ
ル
ー
プ

　

共
同
募
金
に
ご
協
力

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

  

昨
年
10
月
１
日
か
ら
３
か
月
間
に
わ
た

り
展
開
し
ま
し
た
共
同
募
金
運
動
で
は
、

市
民
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ

る
心
温
か
い
善
意
と
た
く
さ
ん
の
方
々
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
多
額
の
募
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、
地
域
の
社
会
福

祉
協
議
会
等
に
配
分
さ
れ
、
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
、有
効
適
切
に
活
用
さ
れ
ま
す
。  

　

皆
様
方
の
ご
好
意
に
対
し
、
心
よ
り
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
共
同
募
金
委
員
会
会
長　

山
田
安
光

　

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
誰
も
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
社
会
保
障
制
度
で
す
。
老
後
の
生

活
や
事
故
・
病
気
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た

と
き
等
、
生
活
の
基
礎
と
な
る
べ
き
費
用

を
年
金
と
し
て
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
次
の
３
種
類
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者

〇
自
営
業（
農
林
漁
業
・
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
）の
方
と
そ
の
配
偶
者

〇
自
由
業
・
学
生
・
無
職
の
方
と
そ
の
配

偶
者

第
２
号
被
保
険
者

〇
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
の
加

入
者

第
３
号
被
保
険
者

〇
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
な
ど
の
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

問
合
せ　

市
民（
東
・
西
）グ
ル
ー
プ

　

産
業
別
最
低
賃
金
の
改
正

　

県
内
の
特
定
の
産
業
に
適
用
さ
れ
る
８

業
種
の
産
業
別
最
低
賃
金（
時
間
額
）が
、

昨
年
12
月
16
日
か
ら
左
表
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
県
最
低
賃
金　

７
１
４
円（
平
成
19

年
10
月
25
日
改
正
）

問
合
せ　

名
古
屋
西
労
働
基
準
監
督
署
☎

０
５
２（
４
８
１
）９
５
３
３

　

愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

　

w
w
w
.aichi-rodo.go.jp/ 
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子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番　

　

県
中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

の
家
庭
支
援
相
談
員
が
、
家
庭
で
の
悩
み

や
問
題
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

連
絡
先　

☎
０
５
２（
９
５
３
）４
１
５
２

　

児
童
虐
待
相
談

　
「
児
童
虐
待
で
は
」
と
思
わ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

連
絡
先　

児
童
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
県
中
央

児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
０
５

　

２（
９
６
１
）７
２
５
０

※
緊
急
の
場
合
は
、
市
役
所
☎（
22
）１
１

　

１
１（
夜
間
対
応
可
）へ
。

　

教
育
相
談

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
、
電
話
や
面

接
で
応
じ
ま
す
。

と　

き　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午
前
９

　

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
け
ぼ

の
」（
高
田
寺
起
返
18
）

連
絡
先　

☎（
24
）４
１
５
２

　

い
じ
め
・
不
登
校
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

県
尾
張
教
育
事
務
所
☎
０
５
２

（
９
６
１
）０
９
０
０

　

子
育
て
相
談

　

保
育
士
が
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
電
話
相
談

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

☎（
22
）５
１
５
１

◇
面
接
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

☎（
26
）７
７
６
３

◇
発
達
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

月
曜
日
〜
金
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

連
絡
先　

☎（
26
）７
７
６
３

　

精
神
障
害
者
と

　
　
　

家
族
の
た
め
の
相
談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
で
は
、
精
神
障
害
の

あ
る
方
の
制
度
や
家
庭
で
の
介
護
な
ど
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

１
月
10
日（
木
）・
24
日（
木
）午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

健
康
ド
ー
ム

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
太
陽
☎（
25
）０
６

　

３
１

※
相
談
は
予
約
制
で
す
が
、
希
望
者
が
な

け
れ
ば
当
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
相
談

　

市
が
実
施
す
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
地
元
の
建
築
士

が
、
耐
震
改
修
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

１
月
25
日（
金
）午
後
１
時
〜
４

時
と
こ
ろ　

市
役
所
西
庁
舎　

第
３
会
議
室

相
談
員　
（
社
）愛
知
建
築
士
会
名
古
屋
西

支
部
の
建
築
士

定　

員　

６
人（
先
着
順
）

申
込
み　

１
月
８
日（
火
）か
ら
施
設
管
理

グ
ル
ー
プ（
西
庁
舎
）へ
。

　

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〇（
株
）の
い
り　

子
ど
も
用
一
輪
車
５
台

〇
県
葬
祭
業
協
同
組
合
尾
張
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
転
車
１
台

　

行
政
相
談

　

行
政
相
談
員
が
、
行
政
に
関
す
る
苦
情

や
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
受
け
付
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
促
進
、
行
政
運
営
の
改

善
等
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

と　

き　

１
月
18
日（
金
）午
前
９
時
〜
11

時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎　

市
民
相
談
室

問
合
せ　

行
政
グ
ル
ー
プ

　

１
月
10
日
は『
１
１
０
番
の
日
』

　　

１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
な
ど
を
い

ち
早
く
警
察
に
知
ら
せ
る
た
め
の
緊
急
通

報
電
話
で
す
。
１
１
０
番
の
利
用
件
数
は

年
々
増
加
し
、
こ
の
中
に
は
緊
急
な
対
応

を
必
要
と
し
な
い
相
談
等
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
緊
急
で
は
な
い
場
合
は
、
警
察
の

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
『
＃
９
１
１
０
』
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
０
番
通

報
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
携
帯
電
話
は
、

通
話
が
途
切
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
立
ち
止
ま
っ
て
通
話
し
て
く
だ

さ
い
。

１
１
０
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

　

通
報
す
る
と
「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、「
何

が
あ
っ
た
か
」、「
犯
人
は
」、「
あ
な
た
の

住
所
、
氏
名
」
を
警
察
官
が
問
い
か
け
ま

す
の
で
、落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

西
枇
杷
島
警
察
署
☎
０
５
２
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１
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